
 

 

 

第 14 回 男女共同参画フォーラム 宣言 

 

少子高齢化が進んだ我が国において、特に地方での医師の高齢化、

医師不足、地域偏在、診療科偏在は、国民が十分な医療を受けられ

ないという危機を引き起こしており、現在その対策が急がれている

ところである。 

女性医師の割合は増加しており、その活躍をいかに支援するかが

重要であることはもはや共通認識となっている。しかし、女性医師

を取り巻く環境は改善してきている一方、意識改革についてはこれ

からも時間をかけて取り組まなくてはならない課題である。多様な

キャリア形成を支援するには医療にかかわる全ての人々の理解が不

可欠であり、早期からの教育や啓発が必要である。そして、男女の

差なく若手医師が将来に希望を持ち、それぞれの地域でやりがいの

ある勤務環境を創ることが求められている。 

私たちは、医療界においての真の男女共同参画を実現するべく、

男女の相互理解のもと豊かな心を持ち、多様な価値観を受け入れ、

真摯に学び続け、医療のあるべき未来を逞しく切り拓く人材を育成

する体制作りを進めることをここに宣言する。 
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